


















































































































































「見る・追う」の項目 全体平均（SD） 男性の平均（SD） 女性の平均（SD）
マラソンで前に位置する選手を追いかけるとき 1.64（0.98） 1.85（1.29） 1.62（0.91）
鬼ごっこで人を追いかけるとき 2.17（1.31） 2.15（1.50） 2.20（1.26）
ライバルに勝ったとき 1.50（0.82） 1.62（1.02） 1.46（0.77）
片思いをするとき 2.21（1.25） 2.00（1.36） 2.26（1.21）
先輩と同じ進路や学校を選ぶとき 1.82（1.14） 1.74（1.09） 1.88（1.18）
車を運転する際、前の車について行くとき 1.95（1.06） 2.09（1.23） 1.91（1.00）
列に並ぶときに前にいる人を見るとき 1.91（1.07） 1.79（1.06） 1.97（1.08）
自分の前を歩いている知らない人について行くとき 2.66（1.29） 2.10（1.19） 2.88（1.26）
飲食店で、他人が食べている様子を見るとき 2.42（1.29） 2.23（1.29） 2.45（1.25）
誰かを評価するとき 2.93（1.30） 2.64（1.42） 2.94（1.24）
他人が勉強しているところを見るとき 1.94（1.12） 2.03（1.16） 1.91（1.08）
他人のプライベートを知るとき 2.44（1.22） 2.23（1.09） 2.44（1.23）
周りで電話している他人の声が自分の耳に入るとき 3.07（1.38） 3.05（1.43） 3.01（1.35）
他人の携帯の画面が目に入るとき 2.33（1.22） 2.00（1.08） 2.41（1.24）
知らない人に話しかけるとき 3.34（1.38） 3.33（1.49） 3.36（1.34）
友人に何か相談するとき 2.53（1.30） 2.41（1.41） 2.55（1.30）














CFI= .92、TLI= .89、RMSEA= .06、SRMR= .06となり、概ね良好なモデル妥当性が示された。
　因子モデルについて、男性と女性での人数の偏りがあったため、男女別で確認的因子分析を行っ





































であった。男女間での t検定で有意な差が見られた項目は、「ライバルに負けたとき（t （df = 51.12）
= 2.30、p < .05）」「片思いをされるとき（t （df = 61.84）= 2.36、p < .05）」「知らない人から自分の後
ろをついてこられるとき（t （df = 48.58）= 2.21、p < .05）」の3項目であった。
Dark Triad マキュベリアニズム サイコパシー 自己愛傾向
見る・追う .117 .097 .045 .102
他人のプライベート窃視 -.018 .044 -.112 .002
追行 .118 .114 .061 .077
他人への能動的関わり .159＊ .072 .149＊ .133
＊p＜.05
Dark Triad マキュベリアニズム サイコパシー 自己愛傾向
見る・追う  .096　∕　.150 .061　∕　.114 -.004　∕　.081 .141　∕　.121
他人のプライベート窃視 -.095　∕　.038 .007　∕　.067  -.275　∕　-.057 .005　∕　.048
追行   .069　∕　.181＊ .042　∕　.159 -.035　∕　.149 .128　∕　.097























「見られる・追われる」の項目 全体平均（SD） 男性の平均（SD） 女性の平均（SD）
マラソンでうしろに位置する選手から追われるとき 3.30（1.34） 3.44（1.39） 3.26（1.31）
鬼ごっこで鬼に追われるとき 3.22（1.51） 3.00（1.45） 3.34（1.45）
ライバルに負けたとき 4.09（1.09） 3.74（1.29） 4.26（0.95）
片思いをされるとき 2.84（1.35） 2.36（1.33） 2.93（1.30）
後輩から、自分と同じ進路や学校を選ばれたとき 1.93（1.19） 1.90（1.05） 1.95（1.24）
車を運転する際、うしろから車についてこられるとき 3.82（1.25） 3.55（1.42） 3.90（1.18）
列に並ぶときに後ろにいる人から見られるとき 3.73（1.36） 3.56（1.33） 3.87（1.30）
知らない人に自分の後ろをついてこられるとき 4.62（0.77） 4.31（1.03） 4.70（0.68）
飲食店で、自分が食べている様子を見られるとき 4.11（1.11） 3.74（1.39） 4.22（0.99）
誰かから評価されるとき 3.37（1.25） 3.03（1.31） 3.46（1.23）
自分が勉強しているところを他人に見られるとき 3.37（1.51） 3.05（1.57） 3.48（1.45）
自分のプライベートを他人に知られるとき 4.07（1.13） 3.87（1.28） 4.13（1.06）
自分が電話している時の声を、他人に聞かれるとき 3.83（1.32） 3.54（1.43） 3.95（1.24）
自分の携帯の画面を他人に見られるとき 4.27（1.12） 4.18（1.10） 4.32（1.06）
知らない人から話しかけられるとき 3.06（1.34） 2.72（1.28） 3.16（1.32）
友人から相談されるとき 1.56（0.89） 1.44（0.82） 1.58（0.85）
見られる・追われる 3.45（1.46） 3.21（1.50） 3.53（1.44）
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の適合度は、CFI= .99、TLI= .99、RMSEA= .02、SRMR= .05となり、良好なモデル妥当性が示された。
　男女別で確認的因子分析を行った結果、男性ではCFI= .66、TLI= .58、RMSEA= .16、SRMR= .12、


















































Dark Triad マキュベリアニズム サイコパシー 自己愛傾向
見られる・追われる  .234＊＊  .152＊  .159＊   .196＊＊
プライベート被窃視 .184＊ .111  .194＊ .115
被追いかけ  .228＊＊  .161＊ .024    .264＊＊＊
＊p＜.05　＊＊p＜.01　＊＊＊p＜.001
Dark Triad マキュベリアニズム サイコパシー 自己愛傾向
見られる・追われる    .250　∕　.292＊＊＊  .157　∕　.187＊    .001　∕　.291＊＊＊   .359＊ ∕　.179＊
プライベート 被窃視   .152　∕　.269＊＊  .058　∕　.181＊    .041　∕　.319＊＊＊  .225　∕　.126
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